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大西洋をつなぐ世界遺産

～スウェーデン・ヴァールベリのグリメトン無線局～

佐滝　剛弘（リベラル・アーツ・ジャーナリスト）

　目の前に広がるのは、均等な間隔で天を突くように聳える６基の鉄塔。一見送電用の塔にしか見えないこの武骨

な塔が世界遺産だといわれても、多分多くの人は信じられない思いだろう。

　2004 年に世界遺産に登録された、スウェーデン南部の街ヴァールベリの近郊にある「グリメトン無線局」は、見

る者の世界遺産へのイメージを見事に打ち砕く不思議な世界遺産の典型例である。

　宮殿や教会、城郭、大規模な遺跡など、世界遺産といえば頭に浮かぶ定番の有名施設とは一味違った世界遺産

が存在することは、2014 年の「富岡製糸場と絹産業遺産群」や 2015 年の「明治日本の産業革命遺産」など国内

の地味な産業遺産の登録で、ある程度認知が進んできたが、それでも、世界各地にはまだまだ不思議な世界遺産

が数多く存在する。これからご紹介するグリメトン無線局もそうした「びっくり世界遺産」である。

　ヴァールベリは、オーレスン海峡を隔ててデンマークと向き合う港町ヘルシンボリからスウェーデン第二の町ヨー

テボリへと向かう高速道路沿いにある海辺の町で、そこから車で 10 分ほどの地に、グリメトン無線局はある。世界

遺産の施設としては、冒頭で触れた高さ 127m の鉄塔６基とその間をつなぐワイヤ、無線局の心臓部で様 な々機械

が入った建物、そして職員の住宅などが含まれる。建設は 1922～ 24 年というから、第一次大戦が終わった直後と

いうことになる。この施設は、電波を６本の鉄塔で増幅させ、大西洋を越えてはるかアメリカ大陸にある基地へと

送信するためのものである。

　なぜ、このような施設が必要であったかを説明するためには、氷河にぶつかって処女航海で沈没した、あの有名

な豪華客船「タイタニック号」にお手伝いを請わねばならないだろう。

　グリメトン無線局の完成からさかのぼること十年ほど前の1912 年 4月、北アイルランドのベルファストで進水式を

迎えたばかりのタイタニック号がイギリス南部の港町サウサンプトンを出港した。目的地は「自由の女神」が建つニュー

ヨーク港。アメリカは夢の新天地。貧しさから抜け出せないヨーロッパの人々がアメリカン・ドリームをつかもうと、

大西洋航路の客船の三等船室に殺到していた時期である。タイタニック号の乗船客も、一等船室こそ紳士淑女で埋

まっていたが、その百分の一ほどの値段で乗れる三等客室には、新大陸を目指す移民たちが大勢乗っていた。タイ

タニック号が造られたベルファストに 2012 年、つまり悲劇からちょうど 100 年後に開館したタイタニック博物館には、

乗船客の国籍別の人数がグラフでわかりやすく展示されている。一位は現在のアイルランドも含むイギリス（当時は、

アイルランドはイギリスの一部であった）、二位はアメリカ、そして三位が何とグリメトン無線局があるスウェーデンで

ある。今でこそスウェーデンは福祉が進んだ理想の国であり、ボルボやＩＫＥＡなどの企業に代表されるような先進

国であるが、わずか 100 年前は、冷涼な気候で作物もあまり育たず産業も乏しい、非常に貧しい国であった。一

旗揚げようと思うならアメリカに向かうしかない。タイタニック号の悲劇で犠牲になったのは、こうした渡米へ夢を託

した人 だ々った。

グリメトン無線局の機械棟と鉄塔　
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　このようにアメリカにはヨーロッパの多くの国からの移民が押し寄せていたが、その移民と本国の家族との間で連

絡を取るために、19 世紀末に発明された無線電信を使おうとスウェーデンで建設された施設が、このグリメトン無

線局であった。

　そう聞くと、この世界遺産がスウェーデンの南西部の海に近いところに建てられた理由もよくわかる。スウェーデ

ンの中ではアメリカ大陸に一番近い地理的条件を備えていたからである。

　このグリメトン無線局は、まずビジタ―センターの簡単な展示と映像によって概要をつかんだ後、入場チケットを

買って世界遺産となっている建物へ入ることができる。中には、スウェーデン人科学者アレキサンダーソンが発明し

た高周波の発電機のほか、電波を送るのに必要な機械が当時のまま残されている。実際にアメリカに電波を送信し

ていたのは 1950 年代までだが、その後もスウェーデン軍の潜水艦との交信に利用されるなど、1990 年代まで実用

に供していた。機械は今も電源を入れれば動かすことができ、年に数回、デモンストレーションが行われるなど、

生きた産業遺産として保存・活用されている。シンボルである鉄塔の真下にも歩いていくことができる。足元から

見上げる鉄塔の迫力は、大西洋を越えて家族をつなごうとした人々の思いを想起させるに十分だ。

　アメリカには、現在も 400 万人以上のスウェーデン系の住民が暮らしており、町がほぼスウェーデン系の人で占め

られるというところもある。20 世紀中ごろにハリウッドで活躍した女優の中にも、スウェーデン人がいる。『カサブラ

ンカ』『ガス燈』などの作品で知られるイングリッド・バーグマン、『肉体と悪魔』『ニノチカ』などに出演したグレタ・

ガルボなどがスウェーデン出身で銀幕を彩ったスターである。彼女たちも大西洋を船で渡り、家族や親類などの係

累と、無線局を介して連絡を取り合ったことだろう。

　ちなみに、グレタ・ガルボの墓は首都ストックホルムの郊外にある「森の墓地（スコーグスシュルコゴーデン）」

にあるが、ここは墓地全体が世界遺産に登録されている。コンペで選ばれた若き建築家によって計画的に造られた

市民墓地であり、死後は森に還りたいという北欧人の死生観をよく表していることが評価されて、1994 年に世界遺

産に登録されている。

　また、大西洋航路でニューヨークの港に着く直前、移民たちが船上から仰ぎ見たアメリカのシンボルであり自由の

象徴でもある「自由の女神像」も、世界遺産である。1886 年、アメリカの独立百年を記念して、フランスから贈

られたモニュメントの設計には、エッフェル塔の設計で知られるフランス人建築家、ギュスターヴ・エッフェルもか

かわっている。

　「グリメトン無線局」「森の墓地」「自由の女神像」という一見つながりがないように見える世界遺産は、こうして

ひとつのストーリーで結ばれているのである。

世界遺産「森の墓地」　

ニューヨーク・リバティ島に立つ世界遺産「自由の女神像」
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　また、タイタニック号の悲劇も、長い間、イギリスやアイルランドでは、あまり積極的に語られることはなかったが、

レオナルド・デカプリオ主演の映画「タイタニック」（1997 年・アメリカ）の世界的なヒットや北大西洋の海底に沈

む船体の発見などもあって、追悼、顕彰の意味合いと観光資源としての注目の高まりから、ゆかりの地で様 な々イ

ベントが行われたり、展示施設がオープンしたりしている。

　先述した北アイルランド・ベルファストは、19世紀後半から20世紀前半にかけてタイタニックをはじめ、多くの客

船が建造された造船の町であったが、今は造船所も閉鎖され、町の活気が失われていた。しかし、2012 年に巨大

なタイタニック博物館が開館、またタイタニック号を実際に建造したドックが公開されるなど、「タイタニックの町」と

して観光客を呼び込もうとしている。また、タイタニック号の運行を担った船会社ホワイト・スター・ラインの本社

があったリヴァプール、処女航海の出発地サウサンプトン、出港後ニューヨークへ向かう途中にタイタニック号が寄

港したアイルランドのコーヴ（当時の名称は、クイーンズタウン）、犠牲者の共同墓地があるカナダ・ハリファックス

など、タイタニックゆかりの地も、タイタニックファンからは「聖地」として注目を集めている。

　タイタニック号の唯一の日本人乗船客で無事救助された細野正文氏についても、孫にあたるミュージシャンの細野

晴臣さん（元、ＹＭＯのメンバー）が手記を書いたり、テレビ番組で祖父の思い出を語ったりするなど、そのつなが

りが日本でも知られるようになった。

　６本の武骨な鉄塔が立ち並びその下にシンプルな機械棟があるだけの地味な世界遺産は、このように豊饒な物語

を秘めているのである。

　その前に立つだけでそのスケールや豪華さに圧倒される世界遺産とは別に、その背後にあるストーリーを知ること

によって、想像力を掻き立てられ、歴史の綾の不思議さに胸を打たれる世界遺産も確実に存在することを、世界遺

産が大好きな国民である私たち日本人も知っておいてよいだろう。

　2016年以降も、「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」「神宿る島　宗像・沖ノ島」など、日本からも多くのストーリー

を秘めた世界遺産が登録されようとしている。新たな世界遺産登録のニュースの際には、単に旅行の目的地がまた

増えたというだけでなく、遺産にまつわる様 な々エピソードやほかの地域や国とのつながりなどにも思いを馳せられ

る人が一人でも増えてほしい、そう願って新しい世界遺産の誕生を待ちたい。

2012 年開館の「 タイタニック・ベルファスト」の外観　

博物館「タイタニック・ベルファスト」に展示されて

いる、タイタニック号の犠牲者の国別の人数
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ウオッチ・バレー
「ラ・ショー・ド・フォン／ル・ロクル、時計製造都市の都市計画」

岡本 義行（法政大学大学院政策創造研究科教授）

　ローレックス、オメガ、ブランバン、ティソーといった高級時計、そして大衆的なスオッチに対する人気は、金持

ちだけではなく若者の間でも世界中で強い。アジアの金持ちが競って購入する。この高級時計は機械式であり、実

はスイスの山の中で職人によって手づくりで生産されている。ブランド時計の多くはここで生まれる。時計の輸出に

よって、約１兆円をスイスは稼ぎ出している。しかも金額ベースでは増加してきた。

　この地域はジュラ山脈中にあり、ラ・ショ・ドゥ・フォンという小さな町が中心都市である。そこに時計メーカー

や精密機械メーカーが集積して産地を形成している。町の周辺は牛がのんびりと草を食んでいるスイスのおなじみの

風景が広がっている。ヌーシャテルという中都市の時計産業が中核であるが、ジュネーブからローザンヌにかけた一

体に広がっている。ジュネーブには誰が買うのかと思うほど、たくさんの時計屋が並んでいることに気付くだろう。

　時計産地がこの地に生まれ始めたのは16世紀である。スイスのフランス語圏に位置する。ヨーロッパ中を戦乱に

巻き込んだ宗教戦争の過程で、多くの難民が生まれ、新教の中心地ジュネーブに逃げ込んだ。新教徒のユグノー派

といわれる人 で々、彼らの多くは職人であり、時計の技術ばかりでなく高度な工芸技術を持った人 も々いた。これ

が高級時計の資源となった。
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　18 世紀になるとジュラ山中に時計技術が広がり、農業で生計をたてながら、農閑期の副業として時計を造ってい

たといわれる。ジュネーブでは、新教が装飾品や奢侈品を禁じたこともあり、金銀や宝飾品の職人は時計生産に

転換していった。ここから装飾性の強い時計を生産する伝統と技術が融合した。

　機械式時計が主流であった時代、時計の最強の生産国はスイスであり、日本が追っていた。やがて、機械式の

時計はデジタル時計にとって代わられる。1960 年代と70 年代における、いわゆる「クオーツ革命」である。クオー

ツの技術はスイスで開発されたが、商品化したのは日本であった。あっという間に世界をデジタル時計が席巻し、

スイスの機械式時計メーカーばかりでなく、日本の時計メーカーは大きな打撃を受け、多くのメーカーが壊滅した。

スイスのジュラ地域でも、多くの雇用が失われ地域の社会問題となった。

　地域問題となり、政府や銀行が支援し時計産業の再生に取り組むことになった。当時コンサルタントを努めてい

たハイエクのリーダシップで、時計メーカーの業界再編が行なわれた。時計メーカーはいくつかのグループの傘下に

入って、機械式の高級時計は再び息を吹き返した。

　スイスの時計は装飾性を強めて、「高級ブランド品」として生き返った。高級時計の生産技術があるだけでは世

界に向けたブランド化はできない。ラ・ショ・ドゥ・フォンやヌーシャテルの時計メーカーは、ブランド化やマーケティ

ングのために、イタリアやフランスから専門家を招いている。ヌーシャテルはヌーシャテル湖に面した風光明媚な都

市である。フランスから国境を越えて専門家や技術者、そして労働者が働きに来ている。実際、職人が不足して

いるといわれている。

　ウオッチ・バレーの時計産地には、現在600社の時計関連メーカーと４万人の人々が働いている。ほとんどが従業員

100以下の中小企業であり、従業員が500名以上の大企業は10社に達しない。1970年代には、企業数は1700社あったと

いわれる。

　生産構造は二つのタイプに分かれている。多数の中小企業による分業生産、および垂直統合した一貫内製生産

である。前者は専業の部品メーカーと完成品を組み立てるメーカーによる分業生産である。後者は部品までを内製

して一貫生産する体制である。一貫生産メーカーのほとんどが高級時計を生産するが、その数は減少しているとい

われている。コスト高で外部から部品調達せざるをえなくなっている。

　近年、この地は「ウオッチ・バレー」として情報発信しているが、観光地として知られているわけではない。そこでラ・

ショ・ドゥ・フォン周辺の時計メーカーの工場に、観光客を招いてそこで時計を直接販売する試みも始まった。ヌーシャ

テルの観光協会には、日本語で「ようこそ」という垂れ幕がかかっていた。立派な時計博物館が設置されているが、

一部では時計の職人養成も行っている。地域全体で人材を育成する施設も設置されている。

　ここには時計メーカーだけが立地しているのではなく、精密機械メーカーも存在する。その中には工作機械メー

カーもある。ヌーシャテル大学や研究所とは別に、現在、ラ・ショ・ドゥ・フォン郊外にインキュベータ施設も建設され

ているが、新たに海外の企業も工場を新設する動きもある。

　スイスには世界的な競争力を持つ民間企業が少なくない。伝統を継承する技術と新しい経営スタイルで、スイス

の時計産地もみごとな高付加価値産業として蘇った。日本の「ウオッチ・バレー」であった諏訪地域に集積してい

た多数の時計メーカーはどうすべきであったのであろうか。
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ウエルカルチャースクール 
真地本校 

４６２９Ｍ 
 
 
 
 

■試験会場：ウエルカルチャースクール真地本校 
                １Ｆ第５教室 
〒902-0072  那覇市真地329-1   
最寄のバス停：真和志高校前 
■学内試験日時：２０１６年３月６日（日） 
３級 １２：２０～１３：３０   ２級１４：２０～１５：３０ 
■受検料：団体割引価格が適用されます。 
３級／ ３,５００円  ２級／ ４,５００円  
２・３級併願／７,２００円  
■申込方法：インターネットから専用申込コードを 
使って２月１日（月）１７：００までに申込み。 
■問合：緒方 修（ ０９０－５３１５-４７２８ ） 

事前講義実施日       ●場所 ３Ｆ第２教室 
●日程 ２月２０日【土】 ●時間 １９：００～２１：００  

沖縄会場実施決定！ 


